
令和 8年 4月 1日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

 【梱包作業】

＜目的＞

＜結果・成果＞

＜今後の課題＞

活動場所:株式会社shoichi
実施日程:1月7日
利用者数:20名
実施の概要:アパレル業界の構造的課題（大量廃棄問題）と、企
業の知的財産を守る「ブランド保護」の社会的役割を学ぶ専門研
修を実施。
在庫処分品のリサイクル作業・タグカット等の処理が、ブランド
保護・再資源化へ繋がる仕組みを学んだ。

 【タグカット作業】

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 特定非営利活動法人やさしいあおぞら 事業所番号 2713304752

住 所 大阪府大阪市西成区玉出中2丁目4-21 管理者名 山本 寿子

電話番号 070-8406-3160 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者）  株式会社shoichi  大友 仁志

利用者からの意見・評価
Aさん:アパレル廃棄が世界的な問題だと知り、自分の役割が環境保護に直結しているだとわかった。
Bさん:タグカットする事でブランドを守るというのがわかって、作業に責任感を持てるようになりました。
Cさん:リサイクルの事がわかって専門知識が身につくことで、一般企業への就職に対する自信につながりました。
Dさん:自分の知識や技術が社会の役に立っているとわかって、やりがいを感じるようになりました。
Eさん:素材ごとのリサイクル方法を理解することで、精度の高い判断ができるようになったと実感しています。
Fさん:環境保護に繋がると学び、働くことの意義を改めて考えれました

地元企業との連携を通じ、実社会で通用する高度な選別技能と知識の習得
が目的。
衣服の素材特性や再資源化ルートなどに関する専門知識を知ることで、作
業背景を理解し、主体的な判断力を養う。
施設外での実践的な研修環境を通じ、一般就労に不可欠な責任感・規律
性・マナーなど向上させる。  【出荷作業】

再資源化の工程や環境保護に関する知識やイメージを習得した事で、利用
者個々の品質管理意識の向上に繋がった 。
日々の作業が社会貢献に繋がっていることを正しく認識し、労働に対する
高いモチベーションと自己肯定感の向上になった。

一般就職に耐えうる正確な指示理解力とコミュニケーション能力が安定し
て発揮される様に、職員の支援力向上も図り利用者が達成感を得やすい環
境作りをしていく

連携先の企業等の意見または評価

弊社のリサイクル事業の意義を深く理解し、専門性の高い知識を習得されているパートナーとして高く評価しています 。単なる
作業を超え、ブランド価値を守る社会的責任を自覚して取り組む姿勢は、一般就労に向けた大きな強みになると確信しています
。
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